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定例会の概要

本定例会は、原油価格高騰に伴う市有施設の光熱費等の追加計上のほか、人事院勧告に伴う職員
人件費などを審査する会議で 11 月 28 日から 12 月 14 日までの 16 日間の会期で開催しました。
なお、上程された、条例改正や補正予算などの 17 議案については、すべて原案のとおり可決とし
ました。

　議会に上程され17議案は、常任委員会・特別委員会に付託され審査が行われました。その審査の内容
の主な質疑、答弁についてお知らせします。（質疑がなかったものはＱＡとして掲載しておりません）

● 文化・スポーツ施設等に関すること
●	議案第123号　指定管理者の指定について（飛騨市文化交流センター）
　指定管理者　特定非営利活動法人ひだ文化村
　指定の期間　令和５年４月１日から令和10年３月31日まで（５年間）

◆ 委員会審査での主なもの

Q  選定委員会の中に外部の方が入っていないがなぜか
A  �今回の応募は１者のみであったため、応募が２者以上の場合は選定委員会に外部の方に入ってもらう

●	 �議案第124号　飛指定管理者の指定について（飛騨市桜ヶ丘体育館、飛騨市釜崎社会体育館、飛騨市
サン・ビレッジ神岡、飛騨市坂巻公園野球場）

　指定管理者　ＭＡＳＫ
　指定の期間　令和５年４月１日から令和10年３月31日まで（５年間）

● 個人情報保護に関すること
●	議案第114号　飛騨市個人情報保護法施行条例について
　個人情報の保護に関する法律の改正に伴う制定

◆ 委員会審査での主なもの

Q  どのようなことが変わるのか
A  �個人情報の定義が統一化されたこと、個人情報ファイル簿の作成が義務付けられたこと、手数料等が
定められたこと、個人情報収集の制限があったが有効利用できるようになった

● 職員の給与等に関すること
●	議案第115号　飛騨市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例について
　定年の引上げ（60歳から段階的に65歳）や役職定年制、定年前再任用短時間勤務制の導入に伴う改正

◆ 委員会審査での主なもの

Q  再任用と定年延長の場合に仕事に違いはあるのか
A  �再任用は週休日を設けることができるため、その勤務に応じた業務をお願いする形になる

●	議案第116号　飛騨市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　人事院勧告に基づく一般職員に関する給与改定及び期末手当の支給割合の改定に伴う改正
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●	議案第117号　飛騨市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について
　�人事院勧告に基づく一般職の任期付職員（定年前再任用短時間勤務職員）に関する給与改定及び期末
手当の支給割合の改定に伴う改正

●	議案第118号　飛騨市職員の高齢者部分休業に関する休業に関する条例について
　地方公務員法に規定する60歳以上の高齢者部分休業制度を導入するための制定

◆ 委員会審査での主なもの

Q  �時間短縮した場合、だれがその分を負担するのか
A  �代わりに誰かがするのではなく、時間短縮を認めた上で仕事を決める

●	議案第119号　飛騨市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　人事院勧告に基づく期末手当の支給割合の改定に伴う改正

●	 �議案第120号　飛騨市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例
について

　人事院勧告に基づく期末手当の支給割合の改定に伴う改正

●	議案第121号　飛騨市議会議員の議員報酬、費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
　人事院勧告に基づく期末手当の支給割合の改定に伴う改正

●	 �議案第122号　飛騨市会計年度任用職員の給与等及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
について

　岐阜県最低賃金額の改定に伴う会計年度任用職員の給与等の額の見直しのための改正

◆ 委員会審査での主なもの

Q  �最低賃金を下回っていた職員は66名か
A  �そのとおりである

● 補正予算に関すること
●	議案第125号　令和４年度飛騨市一般会計補正予算（補正第５号）
　２億7,004万５千円を増額、補正後の予算額は、224億1,669万７千円

●	議案第126号　令和４年度飛騨市国民健康保険特別会計補正予算（補正第２号）
　�事業勘定の420万３千円を増額、補正後の予算額は、27億8,388万３千円、直営診療施設勘定の282
万８千円を減額、補正後の予算額は、２億10万円

●	議案第127号　令和４年度飛騨市介護保険特別会計補正予算（補正第２号）
　107万７千円を増額、補正後の予算額は、34億3,893万５千円

●	議案第128号　令和４年度飛騨市公共下水道事業特別会計補正予算（補正第２号）
　340万５千円を減額、補正後の予算額は、12憶1,485万２千円

●	議案第129号　令和４年度飛騨市情報施設特別会計補正予算（補正第２号）
　170万円を増額、補正後の予算額は、２憶8,670万円

●	議案第130号　令和４年度飛騨市国民健康保険病院事業会計補正予算（補正第２号）
　�収益的収入の2,000万円を増額、補正後の予算額は、14憶8,892万９千円、資本的収入の2,530万円を減
額、補正後の予算額は、２億8,208万２千円
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◆ 委員会審査での主なもの

総　務　部

Q  �選挙投票区について宮川町林・西忍投票区の統合以外ないのか
A  �今回の統合は投票区に関係する各区から要望が出され検討したもの。行政側から統合をお願いする
ことはない

Q  �温浴施設のフリーパスは好評だが、施設設備の故障による休館で使用できない。施設修繕料はある程
度予測して計上できないのか

A  �予備費での対応等を検討している

市民福祉部

Q  �保育園バスの運行にかかる事故が各地で発生しているが、点検の状況は
A  �国・県からバス運行等に関する調査がきており、それぞれ点検・確認している。特に問題となる点は
ないと認識している

農　林　部

Q  �就農推進事業県補助金の減額理由は何か
A  �県の補助金制度見直しにより該当とならなかった。スマート農業に関する補助金等は増加している
Q  �補助金の獲得など農政に対する市の姿勢は
A  �国の施策もころころ変わる中、最低限市で応援（補助）できるような対策を検討している

商工観光部

Q  �さるぼぼコイン年間チャージ額の何％が市に寄付されるのか
A  �0.1％である
Q  �スカイドームのエアコン修理について予算は計上しないのか
A  �予算流用での対応を検討している

教育委員会事務局

Q  �コミュニティースクール推進事業（中学校部活動の地域移行）の現状は
A  �地域部活動推進協議会を９月に立ち上げ、課題を出し合いどのように対応していくかを検討してい
る。学校教育ではなく社会教育として活動できるよう体制を整えたいと考えている

Q  �古川祭屋台の修繕要望の状況は
A  �県の文化財保護事業費補助金の交付内示があり「鳳凰台」の屋台蔵の修繕を行う。各台組からの要望
については優先順位をつけ対応する

消 防 本 部

Q  �消防デジタル無線の和解金の額が確定し収入することによって国庫補助金の返還が生じるか
A  �和解によって全体事業費が確定し、既交付の補助金額に変更が生じ、返還額を算出した

病院事務局

Q  �ＭＲＩの導入にかかる県補助金が不採択となった原因は
A  �採択要件にあるへき地診療所への定期的な派遣や代診業務などの体制が、具体的でないという理由で
不採択となった


